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 派 遣 社 員 の活 用 にご注 意 ください！ 

同一業務に派遣社員を活用する場合の受入期間制限について 

派遣社員を業務に活用する場合、携わる業務内容によって、派遣社員を活用できる期間が異なるので、 

注意が必要です。今回は、派遣社員の受入期間の注意点についてご案内します。 

 

労働者派遣法では、3 年を超える期間を継続して、同一業務について、派遣労働者を 

受け入れてはいけないことになっています。 

 

 

 

 

 

※ソフトウェアの開発、研究業務、広告デザイン、テレマーケティングの営業、翻訳・通訳等専門的な業務 

受入期間の制限業務と期間の上限 

業務内容 受入期間の制限 

専門的業務（26 業務）※ なし 

上記専門的業務（26 業務）以外 
（物の製造・一般事務・軽作業・販売・接客 等） 

最長 3年間 

 

※その他、産休、育児休暇、 
介護休暇取得の労働者の 
業務等には制限がありません。 

受入期間は、派遣会社や派遣社員が 
変わっても通算されます！ 

3 年を超える場合は、直接雇用などに移行することが求められます！ 

平成 21年 3月 31 日 
派遣期間終了 

派遣会社Ａより 
ａさん派遣 

派遣会社Ｃより 
ｃさん派遣 

派遣会社Ｂより 
ｂさん派遣 

1 年 1 年 6 ヶ月 5 ヶ月 以降派遣受入× 

派遣受入無 

3 ヶ月未満 

派 遣 期 間 の考 え方  

Z 社が、一般事務の業務に派遣社員を活用した場合は下記のようになります。 

平成 18年 4月 1日 
派遣受入開始 

 
Q：  一定の期間を経て再度派遣社員を受け入れることは可能でしょうか？ 
A： 

 派遣期間Ⅰ                               派遣期間Ⅱ 
 
 
 
 
 

 
 

        3 年間            3 ヶ月を超える期間 
留意点 
×・・・「あらかじめ」 派遣社員に戻す事を「約束して」、社員として雇用 ⇒ 職業安定法違反！ 
△・・・「あらかじめ」 派遣社員に戻すことを前提 ⇒ 行政の指導対象となる！ 
○・・・「結果として」 派遣社員に戻すことになってしまった ⇒ ＯＫ 

B 派遣会社のｂを派遣受入 

派遣会社Ａのａ派遣社員 

ｃをＺ社の社員として雇用 

Ｃ派遣会社のＣを派遣受入 ｅをＺ社の社員として雇用 

A 派遣会社のｂを派遣受入 a を Z社の社員として雇用 ・・・△ 

a を再びＡ派遣会社から派遣 派遣会社Ａのａ派遣社員 a を Z社の社員として雇用 ・・・× 

・・・○ 

・・・△ 派遣会社Ａのａ派遣社員 

派遣会社Ａのａ派遣社員 

〔例〕 

3 年 の受 入 期 間 終 了 後 の取 扱 い  


